
　整形外科における足の外科では、足首周囲から足先までの範囲を
扱っています。当院、足の外科センターは、足の外科医 3 名（常勤医
師 2 名、非常勤医師 1 名）が、専門性を発揮し、安全な医療のご提供
に努めております。
　足の疾患・外傷の患者さんの受診数は年々増加しており、昨年の手
術実績は整形外科全手術 903 件中 288 件が足の外科関連手術でした。
こうした外科手術だけでなく、とくに慢性疾患については保存的治療
で機能の再獲得を目指しています。何より、足の病気でお困りの患者
さんが人生をより良く過ごしていただけるよう、地域の皆さんのご期
待に沿えるよう、日々努力を続けています。
　足は複雑な解剖のため、診断に難渋する疾患
が多い分野と言えます。足の疾患でお困りの患
者さんがおられましたら、診断・治療方針のご
相談をされるようなお気持ちでご紹介いただけ
ればと思います。どうぞ宜しくお願いいたします。



　外傷では、足の機能解剖を意識した治療方針を立て、保存治療・手術治療のいずれにしても運動機
能の再獲得を目指します。一方、慢性障害では、リハビリテーション治療、装具治療、薬物治療、注
射治療などの保存治療も重要と考えています。保存治療を行なっても日常活動に支障がある場合は手
術治療を考慮します。

足の外科センターの治療方針について
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　当リハビリテーション科では足の外科外来と綿密に連携
し、日々、多くの患者さんのリハビリを行っています。主
な疾患は足関節に付随するような外反母趾・扁平足・強剛
母趾・三角骨障害・変形性足関節症などが挙げられ、保存
加療や術後のリハビリを提供しています。その他にも足底
膜炎やアキレス 付着部症に対するストレッチ指導を行
い、日常生活上の 痛の軽減や症状の悪化予防も含めたア
プローチを実施しています。
　またスポーツによる受傷も多いため、競技特性に合わせ
たリハビリのご提供で患者さんのスポーツ復帰を支援して
います。リハビリ提供にあたっては、機能改善だけでなく
ＱＯＬの向上も重視した関わり方を大切にしています。

機能改善はもとより
QOL を重視したリハビリを実践

当院では昨年の足の外科関連手術 288 件の
うち関節鏡の手術は 88 件を占めています。
ねんざ癖に対する鏡視下靱帯縫合術、末期
関節症に対する鏡視下関節固定術、関節内
病変に対する鏡視下手術など実施数は近年
増加しています。

変形性足関節症に対する手術治療には関節温
存手術、鏡視下足関節固定術、人工足関節置
換術があり、患者さんの生活環境や重症度に
応じて選択しています。当院では日本足の外
科学会認定医師のみに使用が認められている
人工足関節インプラントを採用しています。

1.足関節鏡手術 2.人工足関節置換術
　歩行時の踵痛の原因で最も多いのが足底 膜炎です。足底 膜炎はスト
レッチングが大変有効ですが、１割ほどが難治性となります。当院では
2014 年から難治性足底 膜炎に対して体外衝撃波治療を導入し、良好な成
績を得ています。体外衝撃波治療は 1992 年にドイツで報告された治療法で
あり、基礎研究で変性部における血管新生を誘導し、組織修復を促進すると
言われています。
　踵痛に困っておられる患者さんがいらっしゃいましたらご紹介ください。

3.体外衝撃波治療
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高齢化に伴い、膠原病・リウマチ性疾患の患者さんは増加を続けています。その一方で、専門

の診療科を構える医療機関はまだまだ少なく、ニーズに施設開設が追い付いていないのが現状で

す。また同疾患は、似た症状の病気が多くあるため、見落とされるケースも少なくありません。

こうしたことを背景とし、利便性の高い京都駅周辺エリアに「たけだ膠原病リウマチクリニック」

を開設させていただきました。専門医による正確なスクリーニング・鑑別などで当クリニックの

役割を発揮していきたいと考えております。

とくに膠原病・リウマチ性疾患は、多くの臓器を障害しますので、他の診療科や地域の先生方

と連携していくことが求められます。血液検査などで「膠原病かな、リウマチかな」などと思わ

れましたら、相談のつもりでご紹介いただければありがたいです。お一人おひとりの患者さんを

一緒になって治療していければ幸いです。
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地域医療連携だより
（23.07.25）
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